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＜あらまし＞関西大学と津田塾大学は 2012年度採択の文部科学省大学間連携共同教育推進事業「〈考え，

表現し，発信する力〉を培うライティング/キャリア支援」の取組として，汎用性のあるライティング支援

体制の構築を目指している．両大学におけるライティングセンターを核とした支援体制の構築にあたり，

センターの運営を支援するシステム“TEC-book”をユーザ中心設計に基づき開発した点が同取組の特徴と

して挙げられる．本稿では，TEC-bookの概要を示すとともに，その設計および運用について報告する． 
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１．はじめに 
ユニバーサル段階に達した大学では，入学者の

文章作成能力の低下に対し，それを補う手段とし

てライティングセンター（以下，センター）の重

要性が認識されつつある[1]．しかし，その普及

は進んでおらず，文部科学省「大学における教育

内容等の改革状況について」（2014）の報告では，

2011年度 5.9％（45校）から 2012年度 6.9％（53

校）にとどまっている[2]．センターの設置には，

場所や予算の確保などの問題もさることながら，

いかに組織的かつ効率よく運営するかという課

題がある．学生からの相談予約の受付，スタッフ

（チューターおよび運営管理者）間での情報共有，

管理者による運営状況の把握などがその具体例

として挙げられるが，そうしたセンター運営に関

わるノウハウが十分に蓄積されているとはいい

がたい． 

従前よりセンターを運営してきた関西大学と

津田塾大学は，上述の課題にも対応したセンター

運営支援システムの開発と運用を取組の目標と

している．本稿では，関西大学が 2010年度から

開発・運用を行っているセンター運営支援システ

ムをベースに改善・再設計を行った TEC-bookの

開発について述べる． 

 

２．ライティングセンターの現状と課題

を踏まえた設計 
これまで，国内の大学におけるセンターの運営

は，早稲田大学ライティング・センターの事例が

モデルとして数多くの大学に参照されてきた[3]．

そこには，相談対応施設の設置，チューターの研

修，指導（相談）カルテの蓄積など，センターを

組織的に運営していくうえで必要な知見が含ま

れている．しかしながら，センターを新たに設立

し運営するためには，単にこのモデルを模倣する

だけでは不十分であり，各大学が置かれている状

況や背景を考慮することが必要である[1]． 

たとえば，相談対応では個々の学生に対して一

貫した指導を実施する必要があるが，同一の学生

に対していつも同じチューターが対応できると

は限らないため，相談内容の引き継ぎや指導履歴

の共有が不可欠である[4]．また，チューターは

自分の専門分野以外の相談にも対応するため負

荷が大きい．これを少しでも軽減するためには，

チューターの事前準備時間を確保する必要があ

る．さらに，複数箇所および複数キャンパスでラ

イティング支援を展開する場合，支援対象学生が

増加するのに比例して，相談受付，相談対応場所

と相談対応枠数の管理，指導カルテの保管場所と

スタッフ間の情報共有などをスケーラブルに拡

張していかなければならない．これらの課題を解

決する方策として，センターの運営を包括支援す

るシステムの導入が期待される． 

 

３．センター運営支援システム“TEC-book” 
関西大学では，2011 年度に文学部にセンター

を設置するにあたり，センター運営支援システム

「まなかんウェブ」を開発し，2013 年度までは

文学部，2014年度は全学部において運用した[5]．

その後，センターの規模や支援対象・目的の変化

や拡張に伴い，2012 年度採択の大学間連携 GP

の取組の一環として，ユーザ中心設計に基づきシ

ステムを再設計し，改修を行った[6]．それが

TEC-bookである． 

表 1は，まなかんウェブと TEC-bookの機能等

を比較したものである．まず，(1)相談対象者に
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ついては，文学部学生約 4,000名から全学部生約

28,000 名となり，規模を 7 倍に拡大した．これ

に対応して，(2)従来千里山キャンパス 1 ヶ所で

運営していたセンターを総合図書館内のコモン

ズに増設するとともに，高槻キャンパス 1ヶ所に

も開設し，計 3ヶ所で対応することとなった．ま

た，従前のまなかんウェブで(3)学生による予約

と履歴閲覧が可能であったが，TEC-bookでも学

事情報との連携の上，それを継承した． 

一方で，まなかんウェブから大幅に追加された

部分がスタッフの機能である．まず，(4)チュー

ターが学期開始前にシフトを事前登録し，相談対

応シフトを運営管理者が調整する機能が追加さ

れた．それまで Excel表で確認するのみであった

シフト状況が，システム上で確認できるようにな

った．また，(5)チューターによる指導履歴の共

有は，学生単位，チューター単位，科目単位で表

示可能となった．これによって，指導履歴の共有

が大幅に効率化された．(6)駈け込み相談対応は

まなかんウェブでも実装されていたが，学生アカ

ウントとの連結が不十分であったため，改修を行

った．最後に，センター運営戦略を立案するため

の(7)利用統計機能が加えられた．これは，任意

の期間において，相談場所ごとにシフト単位で稼

働率（相談件数/チューター数）を一覧できる機

能である．その他，全指導履歴データを画面上で

の表示だけではなく，CSV 形式でダウンロード

し，詳細な分析を加えることが可能となった． 

 

表 1 まなかんウェブと TEC-bookの比較 
 まなかんウェブ 

(2012) 

TEC-book 

(2015) 

(1)相談対象者 1学部 13学部 

(2)相談対応の場所 1ヶ所 複数ヶ所 

(3)学生による予約と履歴閲覧 〇 〇 

(4)チューターによるシフト登録 × 〇 

(5)チューターによる履歴の共有 △ 〇 

(6)駈け込み対応 △ 〇 

(7)利用統計 △ 〇 

○：対応 △：一部対応 ×：未対応 

 

つぎに，TEC-book 運用の流れを図 1 に示す．

TEC-bookでは，学生，チューター，運営管理者

という 3つの立場からログイン可能であり，ログ

イン後のフローは立場により異なる． 

 まず，センターを利用したい学生は，TEC-book

にログインして相談予約を行う．認証は学事シス

テムと連携した LDAP による．予約の可否は，

運営管理者によって相談受入数が設定されたシ

フトカレンダーを参照するため，オーバーブッキ

ングは起こらない．この予約時に学生によって，

文書の種類，相談場所，相談日時，授業科目，提

出日，進行状況，添付ファイル，相談したいこと

を記入できるため，チューターは事前準備に必要

な情報を得ることができる． 

 チューターは，センター開所前に対応可能なシ

フトを登録する．そして運営管理者の調整を経て，

担当シフトで勤務することになる．出勤後，予約

状況の確認，予約時に入力された相談情報を閲覧

して相談に備える．相談後は指導内容を記入し，

スタッフ間で指導履歴の共有をはかる． 

 運営管理者は，センター開所前にチューターが

登録したシフトを確認し，相談場所ごとに受入数

が確保できるようシフトを調整する．また，予約

状況の確認，担当チューターの急な欠勤が発生し

た場合の調整，利用統計の確認などができる． 

 
図 1 センターにおける TEC-book運用の流れ 

 

４．おわりに 
 本稿で報告した TEC-bookは，ライティングセ

ンター運営に必要となる機能を備えた包括的支

援システムである．今後，運用を進めながら改善

し，国内の組織において幅広く利用できるようオ

ープンソース化を検討中である．なお，今年度秋

学期より津田塾大学ライティングセンターでの

導入を予定している．また，留学生のライティン

グ指導ニーズも高まりつつあり，システムの多言

語化も今後の課題として取り組む必要がある． 
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